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はじめに

今から4年ほど前の1997年の夏に,短期の調査でマレーシアを訪れたときの

ことである｡私が初めてマレーシアで調査して以来ずっとお世話になってきた

マレー人の著名な人類学者S氏と再会したとき,初めてジェンダーの研究が話

題に上った｡というのも,出版されたばかりの東南アジアのジェンダーに関す

る著作が,マレーシアを研究しているあるアメリカ人の人類学者から送られて

きて,その本に対する書評の依頼も添えられていたという｡ところが, S氏は

私に向かって,ジェンダーの問題は現在のマレーシアにとって重要でもないし,

興味をそそる問題でもないという｡ナショナリズムやエスニシティ,開発人類

学やポストコロニアリズムといった問題について多くの優れた研究をされてき

たS氏にとって,ジェンダーの問題は,近代化に遇進するマレーシアの国家や

社会が要請する緊急性や社会的切実さ,緊張感といったものに欠けていたので

あろうか｡あるいはまた,ジェンダー研究は,マレー人の男性の人類学者にとっ

て,ナショナリズムや近代化,エスニシティやイスラーム原理主義の研究など

に比べると,マレーシアのアカデミックな世界で注目を集めるような研究テー

マとは考えられていなかったのかもしれない｡当時,まだジェンダーの問題を

それほど強くは意識していなかった私には, S氏の発言のもつ意味の広がりを

即座には理解できていなかった｡しかし,今にして思うと,このS氏の短い言

説そのものが,実は,すでにマレーシアあるいは東南アジアのジェンダーの現

状に関する重要な一面を開示しているのであり,多くの重要な問題を学んでい

るように思われる｡本稿は,このS氏の短い言説が象徴的に開示する,マレー
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シアにおける社会とジェンダー問題の現状を解明しようと試みる｡本稿では,

マレーシアのジェンダーの問題について,まず,私自身のフィールドであるヌ

グリスンビランの母系社会の事例研究から出発し,マレーシアのジェンダー一

般の問題については,稿をあらためてとりあげることにしたい｡

以下において,まず,これまでの様々な母系社会の研究とフェミニズム研究

との関係の流れをおおまかに概観し,その上で,今度は母系社会とジェンダー

研究,そしてヌグリスンビランという特定の地域におけるジェンダー研究の特

徴を明らかにする｡さらに,こうした研究の中から,ヌグリスンビランの母系

社会の研究においてとりわけ特徴的な2つのエピソードと言説を取り出して,

様々な角度から考察を加え,こうしたエピソードと言説の背景にあるジェンダー･

イデオロギーと母系制度の結びつきの現代的意味を探ろうと試みる｡そして最

後に,こうした議論を踏まえたうえで,若干の問題点を指摘したい｡

母系社会とジェンダー

母系社会に対する関心を古く遡れば,それは19世紀西欧の思想家が平等と不

平等の起源を探し求めて母系社会に囚われてきたことに始まるといわれる｡ 19

世紀に西欧では, ｢母権制｣についての様々な思索が行われ,バッハオーフェ

ンの『母権論』 (1861)の出版やマクレナン,モルガン,エンゲルスの人類学

的思索によって母権制についての想像が開花した(Stivens 1996: 10-ll)｡戦後

まもなく始まった西欧フェミニズムの第二波においても,母権制の転覆という

｢女性の世界史的敗北｣ (エンゲルス)の手がかりと過去百数十年以上にわたる

不平等の起源の探求のため再び母権制のテーマが取りあげられた(ibid.)｡し

かし, 20世紀の人類学は母系制と母権制を同一視するいかなる研究に対しても

懐疑的であり, 1950年代以降,母系制の問題が再び出てきたとき,それは,母

系のパズル論争における人類学的な｢問題｣として出てきたのであり,西欧的

な男女関係のあり方を疑問に付すような母系社会の男女の社会的位置関係につ

いての問題としてであった(Schneider&Gough I960)｡また,母系制は西欧に

よる西欧批判の一つのよりどころともなった(Stivens1996: ll)｡その後,母
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系社会はフェミニストたちにとってもフェミニスト世界のユートピア的モデル

として,即ち,女性たちに権力や財産,自立性,そして平等を保証するような

男女間の諸関係を組織化する代替方法として大いに期待された(ibid.: 1)｡

マレーシア北部クランタン州でマレー人女性の人類学的研究に最初に着手し

たローズメリー･フアースによれば, 1960年代までの女性研究においては女性

の地位や役割の問題が主で,ジェンダーという言葉はまだ使われていなかった｡

彼女によれば, 1960年代のウーマンリブ運動に刺激されて　　年にスタンフォー

ド大学で女性学講座が開講され,その産物として1974年にジェンダー研究の古

典とされる『女性,文化,社会』がミシェル･ロサルドとランフェ-ルの編集

で生まれた｡しかし,ジェンダーという言葉が最初に使われたのは社会学者ア

ン･オークレイの1972年の著作『セックス,ジェンダー,社会』 (Oakley,A.

Sex, Gender, andSociety, 1972)であろうとされる　Firth, R.M. 1995: 7)｡ジェ

ンダーという用語が普及し,ジェンダー研究が盛んになるのは1980年代以降で

あるが,この頃には,母系社会の女性の地位や役割の他に,男女の優位性の比

較の問題や女性の自立性が議論されるようになった｡

ジェンダーが注目されるようになった背景には,フェミニズム運動とポスト

モダン的思潮の遊迫があげられる｡それまでジェンダーの問題は人種や階級の

問題とともに社会科学の支配的パラダイムにはなりえなかった(Stivens1996:

8-9)｡フェミニズムはポストモダンの哲学であるともいわれたが(Flax1987),

人類学におけるポストモダン論争の代表的論者とみなされるマーカスとフィッ

シャーは『文化批判としての人類学』の中で,西欧文化の批判のための人類学

の役割と同じ役割を今フェミニズムやジェンダーが果たしつつあると指摘して

いる(マーカス&フィッシャー1989:248-49)｡換言すれば,性的差異の議論,

即ち,ジェンダーは,われわれの文化の内なる差異や多様性を,わざわざ遠く

のエキゾチックな異文化をひっぼって来なくても現出させることができる,自

文化にすでにある手持ちの覗き窓,あるいは触媒装置ともいえる｡

以下では,スマトラのミナンカバウ移民がもたらした母系社会として知られ

るマレーシアのヌグリスンビラン州を舞台に,ジェンダー研究が戟後どのよう
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に展開してきたかを見ていくことにする｡

ヌグリスンビランとジェンダー

マレーシアは3つの主要な民族から成る多民族複合国家として知られるが,

1991年の人口センサスによると,マレーシアの人口は17,567,000人で,民族別

人口構成はマレー人(先住民を含む)が59.0%,中国人32.1%,インド人8.2%,

その他0.7%である｡同じ　　年の人口センサスによれば,ヌグリスンビラン

州の人口は691,150人である｡これはマレーシアを構成する13州のなかで下か

ら3番目に少ない人口で,最も多いスランゴール州の人口　2,289,000人)の

約3分の1の人口である｡ヌグリスンビラン州は7つの郡(districts)からな

るが,そのうちの一つで,本稿の議論の中心になるルンバウ(Rembau)は人

口が34,817人　7,988世帯からなる小さな郡であるが(information Malaysia 1997

Yearbook1997:65),アダット(adat)あるいはアダット･プルパティ(adat

perpatih)と呼ばれる母系慣行あるいは母系制の慣習法が非常に強いところと

して知られる｡

ヌグリスンビラン州の一風変った古代の遺物のような母系制の慣習が,イギ

リス植民地時代から今日までずっと植民地行政官や人類学者の関心を集めてき

た背景のひとつには,植民地政体による農業経済に始まる資本主義発展のプロ

セスと,戟後の都市化の現象が物語るように(1)産業構造の大きな転換を伴う

近代化が,母系制に対して破壊的脅威となっているかのように見られてきたか

らであった｡こうして多くの研究者が,グローバル化した近代化の力がすべて

の｢伝統的｣社会を消し去るのではないかという社会学理論の恐怖の現場-と

検証に赴いていったのであった｡その一方では,女性は前近代的領域としての

伝統に位置づけられ,西欧近代化の過程こそが,そこから女性たちを開放する

といった話も好んでとりあげられた｡その前近代性oj最も象徴的な社会制度と

みなされたのが,ヌグリスンビランにみられるような母系の慣行であったので

ある｡

戟後は,フェミニズムへの関心の高まりによってヌグリスンビランの調査研
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究に多くの女性人類学者が参入してきた(Lewis 1962, Stivens 1985a, 1985b,

1992, 1996, MacAllister 1987, 1992, Fett 1983, Aziza 1969, 1988)｡人類学者に

よる本格的な調査研究は,戟後,オランダのヨセリン･デ･ヨング(josselin

deJong1956,I960)やイギリスのスイフト(Swi氏1965)に始まり,ルイス

(Lewis 1962),ステイブンズ(Stivens 1985),マックアリスター(MacAllister

1987),ペレツ(Peletz1988)と続いてきた｡スイフト(SwiR1965)とルイス

(Lewis 1962)は男女の異なる役割について記述しているが,ジェンダーの問

題が本格的に取り挙げられるのは,女性の相対的自立性の問題を議論したステイ

ブンズの研究(Stivens1985)からである｡また,マレー人による戦後のヌグ

リスンビラン研究はアブドル･カハ-ル(AbudulKahar1963)やアブドル･

ラーマン(AbdulRahman1964),ワハブ(Wahab1965　などに始まり,ノルデイ

ン(Nordin1976),ノルハリム(Norhalim1976, 1977)と続いてきたが,これ

らマレー人男性の研究の関心は母系制の変容や存続にあり,ジェンダーに関す

る議論はほとんどみられない｡さらに,マレー人女性によるヌグリスンビラン

の女性たちの研究はアジザ(Aziza 1969)によるものがその最初と思われるが,

年の論文では,女性の経済基盤であった稲作に代わり,都市部で働く娘や

息子からの送金と年金への依存が増すことによって,村の女性たちの相対的自

立性が失われ男性優位-と変化しつつあることが報告されている(Aziza 1988)｡
■

このようにヌグリスンビラン研究においてもジェンダー研究が盛んになるのは

年代以降であるが,この頃には議論が母系社会の女性の地位や自立性へと

シフトしていった(Stivens 1985, Aziza 1988, MacAllister 1988, Peletz 1988)｡

1990年代に入ると,ペレツは男女の地位や役割の相違の議論からさらに一歩進

んで,これまでの女性中心のジェンダー論に対して男性に視点を向け,母系社

会の男性性の問題を扱っている(Peletz 1995)｡

以下では,こうした様々な研究のなかから特に2つの興味深いエピソードと

言説を取り挙げて考察する｡一つは,ヨセリン･デ･ヨング(1960　によって

報告された｢1951年のルンバウでのアダット論争｣についてのエピソードで,

もう一つは,多くの人類学者が調査地で耳にした｢女性は弱いから保護されな
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ければならない｣という言説である｡

｢1951年のルンバウのアダット論争｣

戟後いちはやくヌグリスンビランの調査を行ったヨセリン･デ･ヨングの報

告によれば, 1951年2月,当時,マレーシアの与党であったuMNO (統一マ

レー国民組織)のルンバウ支部の宗務局がパンフレットを発行して,ヌグリス

ンビラン州の世襲地の相続に関する母系の慣習法アダット･プルパティがイス

ラーム法からみて違法(ハラーム)だとして廃止運動を起こした｡このなかで,

いくつかの議論がUMNOによって提出された｡即ち,母系制度であるアダッ

ト･プルパティはハラームであり,男たちにとっては不公平なものであること｡

また,アダット･プルパティは古い時代には女性の保護のために必要とされた

が,今日ではもはや必要でないばかりか,経済開発の妨げとなっていること｡

故に,母系相続に関する慣習法はイスラーム法に照らして変えるべきであると｡

その後間もなくルンバウで開かれた会合では13人ほどの講演者が演壇に立ち,

このうちの2人を除くすべてがこの提案に対して早々と賛成の意を表明した｡

この間題はまた,遠くシンガポール在住のルンバウ出身者の間でも取り挙げら

れ,会合を開いてUMNO案に対する圧倒的な支持を表明した｡これに対して,

4月にルンバウのクランの首長たちが会議を招集してUMNOの提案を否決し

た｡ 7月までには,こんどは女性たちが決起し,もし男たちがUMNO支持を

続けるならば夫に離婚の手続きをとってもらうと強迫した｡そして9月には

125人のクランの幹部が会議を招集し,全員がアダットとその伝統的相続法に

対し忠誠を誓った｡結局12月までにUMNO提案は,母系制の慣行の第一の受

益者である女性たちとクランの首長たちの一致団結した抵抗によって最終的に

は取り下げられ,事態は｢伝統主義者｣の完全な勝利という結末に落ち着いた

という(josselin deJong I960)｡

このエピソードについてのヨセリン･デ･ヨング自身の見解は,このエピソー

ドに見られたアダットとイスラームの対立が,ルンバウあるいはヌグリスンビ

ラン社会に根ざした構造的なものであることを強調するにとどまっている｡当
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時のオランダ構造主義人類学派の出身であるヨセリン･デ･ヨングの考えは,

ルンバウあるいはヌグリスンビランの社会と文化にはいくつかの特徴的な二項

対立のセットが存在し,例えば,男性がゴムやイスラームに,また,女性がコ

メやプレ･イスラーム的,非イスラーム的アダットに象徴され,両者が対立的

関係に置かれているというものであった｡換言すれば,ヨセリン･デ･ヨング

のルンバウのアダット論争についての見解は,イスラームとアダットあるいは

男性と女性という,ルンバウの社会構造そのものが潜在的に有している二項対

立的な特徴が表面化したものであるとみるにとどまっている｡

ヨセリン･デ･ヨングが再現したこの1951年のエピソードに対して,ステイ

ブンズ(1985)とペレツ(1988)がそれぞれ取り挙げて詳しく検討しているが,

両者の間にははっきりとした視点の違いが見られる｡

ステイブンズはヨセリン･デ･ヨングによって措かれたルンバウの事例を,

女性の高い自立性の一例として引用する｡ UMNOの廃止運動に怒ったルンバ

ウの女性たちは, UMNOの運動を支持する夫に対しては離婚も辞さないとし

て立ち上がり,結果として廃止運動が失敗に終わった｡これをステイブンズは

ヌグリスンビランの女性たちの相対的自立性が高いことの証明だとみた｡ステイ

ブンズにとっては,アダットとイスラームの対立が男性と女性の政治的対立,

即ち,彼女の言葉で言えば｢性の政治｣ (セクシャル･ポリティクス)であり,

イスラーム的,官僚制的モダニズムに対抗して自分たちの土地の権利を防衛す

るために女性たちが起こした政治的行動の一つが　　年のこの有名なエピソー

ドであった(Stivens1996: 17)｡換言すれば,ステイブンズはこのドラマを明

確なジェンダーの観点でみているのである｡

ぺレツも,ヨセリン･デ･ヨングが報告した｢1951年のルンバウのアダット

論争｣について, 8ページにわたる紙幅を費やして詳細に検討している

Peletz 1988: 120-27)｡ペレツの問いは,いったいなぜそれが,激しい議論を

巻き起こした政治的,宗教的あるいは倫理的｢問題｣ではなく｢クライシス｣

なのか,なぜそのような出来事があのような激しい対立を引き起こしたのか,

問われている重要な社会的,文化的問題は何なのか,というものであった｡ペ
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レツはヨセリン･デ･ヨングが取り挙げている一連の二項対立の組み合わせを

一つ一つ批判的に検証し, 1951年のルンバウのアダット論争が,ヨセリン･デ･

ヨングの主張するような,アダット対イスラーム,女性対男性,娘対息子,プ

サカ(世襲財産)対チヤリアン(獲得財産),土地対お金,コメ対ゴムといっ

た二項対立的構造の問題に基づくものではないと反論する｡ペレツによれば,

それは,アダットとイスラームの2つの制度間の関係の文化的構築における衝

突の問題であった｡即ち,ルンバウ住民の大半がアダットとイスラームの関係

を相互補完的関係と見ているのに対し, UMNOの活動家たちはこうした見方

を完全に拒否しているのである　Peletz1988:126)｡また,アダットは, UMNO

の活動家たちにしてみれば,伝統的諸制度を骨抜きにし,かつクラン代表者に

集中していた機能や制裁,権威をラディカルに拡散した植民地時代の産物であっ

た｡こうして,ペレツによれば,現在の状況ではアダットとイスラームの境界

や範噂を推持することは不可能であり,このことは,とりわけマレー人の社会

と文化を非マレー人の脅威と陰謀から防衛するというUMNOの任務に照らし

てみると明らかだと指摘する｡しかもUMNOはそれを,政治的統一と経済発

展,イスラームの教えに基づいたより明白な国民意識という目的のために,地

域的な相違と偏狭な忠義を超越することによって実現しようとする｡ペレツに

よれば,ここで問題となっているのは,文化的不均質性(異種混交性)の問題

であり,また植民地時代のプロセスが,イスラームヤアダット,外部世界につ

いての知識の差別的な配分を促進したばかりでなく,すべての聖なるシンボル

や他の文化的現象にかつてない政治的意味をも与えたという事実であるという

(ibid.: 120-27)｡このように,ルンバウのアダット論争に関するペレツの視点

は,民族複合的状況下での国家統合の推進のため,ルンバウあるいはヌグリス

ンビランの同じマレー人の間に存在するアダットとイスラームという内なる差

異を押さえ込みマレー人の統合を強化しようとする政治的視点に傾いていてい

る｡

以上のように, ｢　年のルンバウのアダット論争｣のエピソードに対する

3者の視点には大きな隔たりがみられる｡ジェンダーという観点からみれば,
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ヨセリン･デ･ヨングとペレツの2人の男性の視点にはジェンダー的視点は取

り込まれておらず,女性であるステイブンズのみがひとりこのエピソードに女

性の自立性の高さを兄いだし,ジェンダーの問題を明確に意識しているといえ

る｡また,ステイブンズがアダット争議に女性対男性という｢性の政治｣を兄

いだしたのに対し,ペレツがアダット対イスラームという文化的構築の間の

｢差異の政治｣を兄いだしたことは極めて興味深い｡

｢女性は弱いから保護が必要だ｣

次に,もう一つの言説についてみてみよう｡それは,ヌグリスンビランを調

査しているとき,多くの人類学者が遭遇するステレオタイプな言説である｡ヌ

グリスンビランでは,財産は母系相続の対象となる世襲財産(ハルタ･プサカ)

とそれ以外の財産(ハルタ･チヤリアン)の2つのタイプがある｡世襲財産は

主に田畑や果樹園,屋敷地の土地と家屋などであるが,これらはクランが所有

する財産であり,その中でも特に土地はタナ･プサカ(tanahpusaka)とよば

れ,女性による相続が慣習法で決まっている｡他方,ゴム園など男性が一代で

獲得した新たな土地はタナ･チヤリアン(tanahcanan　とよばれ,母系の慣

習法であるアダット･プルパティ(adatperpatih)に従う必要はなく,イスラー

ム法に従って息子に娘の2倍相続することも,あるいは他州の慣習法であるア

ダットトウメゴン(adattemenggong)に従って均分相続することも可能であ

る｡しかし,ヌグリスンビランでは,こうした財産も実際には娘に相続されて

きた｡その理由が問われたとき村人の口から出てくる言葉がいつも, ｢女性は

弱いから保護が必要だ｣というものであった(Peletz 1988: 296, 299, Stivens

: 3, Kuwahara 1998: 44)｡つまり, ｢女性は弱い存在だから護らなければな

らない｣とか, ｢女性は弱いから,バックアップしなければならない｣という

言説はヌグリスンビランに特徴的なステレオタイプとなっているのである｡

ステイブンズは,この言説を,女性たちの自立性の高さを示すもう一つのエ

ピソードとして紹介してる｡それによると,ルンバウでは,母系的財産関係か

ら男性の個人所有-という,モダニズムの進展に伴って予測されたような変化
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は起こらなかった｡女性たちは多くの世襲地に対する所有権を保持しているば

かりか,父親や夫によって新たに獲得された土地までも女性の所有になっていっ

た｡かなりの非世襲地が,相続制度によってばかりでなく,夫や父親,兄弟た

ちが土地を女性の名前で登記することによっても,女性の方に蓄積されていっ

た｡ステイブンズはこうした非世襲地の母系的世襲地への取り込みのプロセス

を財産関係の｢女性化｣ (feminisation)と呼び,財産の｢女性化｣が植民地時

代から今日までずっと続いてきたのであり,他方,この財産の｢女性化｣と女

性がいつも｢低開発｣や｢伝統｣の周辺にいるということとの間に強い結びつ

きがあると指摘する(Stivens 1985a, 1996: 6)｡

ペレツも, ｢女性が弱くて保護を必要とする｣という言説について,それは,

女性が男性よりも弱くて,また育児においても男性よりも支配的な役割を担う

からであり,ゆえに,親や親族からたくさんの保護と援助を必要とするのだと

みる(Peletz 1988: 296-97)｡

まったく同じようなステレオタイプの言説は,私が調査したルンバウのある

村でも聞かれた｡村人の所有地の保有状況を調査した結果,村人が所有する土

地の全面積に占める世襲地の割合は20%であるのに対し,非世襲地であるゴム

園の割合が60%であること,さらに,村人の所有する土地の全面積に占める女

性の土地保有率は約70%であったことから,本来男性の所有するゴム園の土地

の多くが女性の手に渡っていることが明らかになった｡そこで,村人にその理

由を尋ねると, ｢女性は社会的に弱い立場にあるので保護されなければならな

いから｣という,同じような答えが返ってきた(Kuwahara1998:44)｡当時,

村では稲作が行われなくなって久しく,田んぼは放棄されたままその経済的な

意味を失い,母系制は形としては残っているものの実質的な機能はなくなって

いた｡そこで,私は村人のこの言説を,アダットに対する愛着の強さを示すも

の,あるいはヌグリスンビランの人たちのアイデンティティのよりどころとし

てのアダットに対する強い意識の反映と考えた(ibid.: 44-46 ｡

以上のような2つのエピソードと言説に共通することは,問題の本質がとも

に,ヌグリスンビランにおいて女性によって相続されてきた｢土地｣にあると
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いうことである｡ルンバウのアダット争議の焦点は一見イスラームとアダット

の対立というような,イスラーム的なものと非イスラーム的なもの,あるいは

ハラール(イスラームの宗教的許可)とハラーム(宗教的禁止)といったこと

の対立にあるようにみえるが,実際には女性の土地相続が焦点であった｡また,

｢女性は弱いから保護すべき｣といったステレオタイプの背後にあるものも,

実は女性による土地の相続と｢女性化｣の正当化の問題であった｡以下では,

ヌグリスンビランにおいて,土地がどのような歴史的過程で｢女性の土地｣と

して文化的に再構成されていったか,そしてさらに,土地がどのようなジェン

ダー･イデオロギーをはらんでいるか,その意味の広がりをみていくことにす

る｡

土地の｢女性化｣

すでに見てきたように,ヌグリスンビランの母系社会では一般に,女性の自

立性が高いと指摘されている｡それでは,村落社会での女性の自立性の相対的

高さに貢献している力は何であろうか｡それは,アダット･プルパティと呼ば

れる母系の慣習法の根幹をなす女性による土地相続である｡相続される土地に

は田畑や家屋敷などクランの世襲財産がある｡こうした女性の土地所有に関す

る問題についてはすでにこれまで人類学者による多くの研究がある(2)｡

ステイブンズは,女性の土地所有が女性の自立性を高めているというが,そ

の女性の自立性の内容は何であろうか｡この間題について,ステイブンズは,

以下のような点を指摘する｡即ち,一つは,ヌグリスンビラン女性の母親とし

ての構造的に中心的な役割と親族の意志決定への関与であり,二番目に,男性

が結婚に際して女性の村へ移り住むその世帯での立場の重要性,三番目に,女

性の広範な財産権,四番目に,女性のイデオロギー的中心性である｡このよう

な女性の権利の複合体を彼女は自立性と呼ぶ｡

ステイブンズは,女性の自立性を,マレー社会のモダニティへの参入のコン

テキストに結びつけて考え,ルンバウの社会的経済的変化の過程においてジェ

ンダーの差異を探求し,このルンバウの社会･経済的変化というものを徹底し
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てジェンダーの過程としてみようとする(Stivens1996:2-6)｡即ち,ヌグリス

ンビランの男女の今日の特殊な社会的位置関係,特にその母系制は資本主義の

発展と植民地的,ポスト植民地的政治のコンテキストの中で生じた高度に特殊

な歴史的過程の産物としてもっともよく理解されうる｡換言すれば,ルンバウ

とヌグリスン.ビランの母系制は,文化的,歴史的に再構成されたものであり,

植民地社会のプロセスは母系制の慣行に深く介入したのであった｡植民地政府

は母系のイデオロギーと財産関係を含むアダット･プルパティのある重要な側

面を再構成し,土地の完全な商品化を防止し,世襲地やコミュニティと女性の

イデオロギー的結びつきを保証したという｡

植民地政府はそれまでの一連の土地に関する法規を一本化して1909年に｢世

襲地保有法｣ (Negeri Sembilan 1909 Customary Tenure Enactment)を発令した｡

この法令によって,すべての所有地の登録手続きが母系の慣習法によって行わ

れることが確立された｡そして,農民はこれによって課税の対象になり,また

すべての空き地はヌグリスンビラン植民地政府の土地となり,イギリス人や中

国人の事業家からも広大な土地が買い戻された｡さらに　　年には,プランテー

ションの増加に伴い,新たな法令が導入され,非マレー人に対してマレー人が

所有するいかなる土地もその移譲や賃借が禁止された｡この植民地政府による

アダットの法典化によって,ルンバウの土地の譲渡はクランのメンバーの間で

のみ可能になり,しかも,メッカ巡礼といった特別の目的がない限り,売買あ

るいは担保にすることが不可能になった｡

植民地政府はまた行政化の過程の一部として,政府の年次報告資料(Annual

Report)にアダットの記録と成文化を行った｡これが,後に,ヌグリスンビラ

ンの人たちにとって,自分たちのアダットの参照モデルあるいは原典となって

いった(Stivens 1985: 14-15)｡本来,アダットの理解は口承伝統によって行わ

れ,そして世代から世代へと伝えられてきた｡ヌグリスンビランの男たちにとっ

てアダットの体系的知識に関する唯一参照可能な原典はアバス･ハツジ･アリ

(AbasHajiAli)によって1953年に書かれた本である｡しかし,これは,イギ

リスのパール&マックレイによって1910年に書かれた本(Parr&Mackray,
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Rembau, one of the nine stats: Its History, Constitution and Customs)のマレー

語への翻訳であり,しかもジャーウイ(Jawi)と呼ばれるアラビア文字で書か

れたもので,現在では,すべてのアダット･チーフの20%しかこの本を所有し

ていないという　Norhalim 1988: 164-65 (3)｡

このように,植民地政府によるアダットの法制化と原典化によってアダット

が再構成され,このいわゆる｢創られた伝統｣によってヌグリスンビランの女

性たちの土地相続の慣行が守られてきたというのがステイブンズの議論の根幹

である｡

土地とジェンダー･イデオロギー

ヌグリスンビランの土地に関するジェンダー･イデオロギーとしては,経済

の資本主義化に対する｢社会保障｣と,男性による｢妻子の遺棄｣に対する

｢社会保障｣,そして, ｢セクシュアリティ｣の側面などが指摘される｡

まず,経済の資本主義化に対する自己防衛のための｢社会保障｣としての土

地という考え方についてであるが,植民地政府によるこのアダットの法典化と

いう｢創られた伝統｣によって,世襲地は,その後,戟後のマレーシアを激し

く飲み込んだ資本主義経済やモダニティの荒波に耐えて,今日まで女性たちに

とって一種の｢社会保障｣として確立され機能してきた｡　年以降,ヌグリ

スンビランのクアラ･ビラ(KualaPila)で調査を行ってきたマックアリスター

は,この｢社会保障｣としての母系の土地相続について,特に経済の資本主義

化との関係で指摘する(MacAllister 1992: 96-7)｡それによると,ヌグリスン

ビランの人々は少ない賃金を補ったり,賃金労働から解雇されたり,あるいは

自発的に退職したりしている間,何かあてにできるものとして田んぼとゴム園

の所有権を維持している｡村の仕事と,近くの町の工場や会社,商店での雇用

を組み合わせることによって,女性たちは自分たちの労働生活に対するかなり

のコントロールを推持し,また子供の世話や儀礼の準備といったもっと価値あ

る役割を容易にやれるようにしている｡このような実践によって女性たちは賃

金労働のシステムに完全に取り込まれることに抵抗し,賃金労働市場への依存
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を減らしているのである｡このように,クアラ･ビラの女性たちが,いつでも

好きなときに仕事を途中で辞めて村に戻り,自給自足的な仕事や小商品生産を

行うことができるのは,生活をあてにできる土地があるからであり,クアラ･

ビラの女性たちにとって土地は一種の｢社会保障｣としての機能を果たしてい

るとみる(4)｡また,この｢社会保障｣という考え方は,例えば,娘に対するゴ

ム園の譲渡を村人が特別にマレー語で,インシュランinsuran　と表現する

ことにも見て取れる(Stivens1985:36)｡もちろんこれは｢保険｣や｢保証｣

を意味する英語のinsuranceのことである｡

次に,男性による｢妻子の遺棄｣に対する社会保障としての側面について,

ペレツはヌグリスンビランの結婚している男性が,妻子をほったらかしてしば

しば出稼ぎなどで長期間妻子のもとを離れることが多いことや,女性たちの方

が夫よりも長生きする傾向がつよいことなどから,夫や親族の男性がいなくて

も生きのびていくために,何かあてにできる資源として土地を必要とするのだ

とみる｡さらに,ヌグリスンビランでは,婚姻そのもが弱い社会的結合であり,

妻や子どもたちに対する夫の忠義は一時的なもの,気まぐれなものとさえみら

れていることを指摘する　Peletz1988:296-97 ｡この点に関しては,ステイ

ブンズも,夫や親族の男から土地を相続した理由として,過去に女性の離婚率

が非常に高かったことをあげている｡それによると,ルンバウにおいて1945年

と1953年の間の離婚率は年率59%であった｡しかし, 1975年には15%に激減し

ている(Stivens1985a:35)｡このように,ペレツは,夫や父による｢妻子の遺

棄｣というテーマが,なぜ娘たちに充分に与えることが重要であるかという村

人の説明をしばしば支配しているとみる｡女性が親族から持続的な援助を必要

とするのは,男性が浮気っぽくて気まぐれで,妻子にとって生活の保証がない

からである｡親族の男性は,夫から捨てられるかもしれないという心配ゆえに

娘たちに与えようとする｡一方,男たちは女性に比べると,常に適応可能性が

高く,それゆえにふつう女性に与えられているような制度化された実質的な保

証を必要としないのである｡また,親はいざとなれば息子よりも娘のほうが同

情的に対応してくれて頼りになるから与えるである(Peletz 1988: 296-97)｡
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さらに,土地はまた女性,特に姉妹のセクシュアリティの問題とも関わって

くる｡村人は女性に土地がないことと売春を直接関係づけて議論する｡ペレツ

によれば,村人はしばしばペレツに対して,相続を通して女性たちに実質的な

保証が与えられるという説明のついでに,ヌグリスンビランの女性で売春婦に

なる人はほとんどいないということを誇らしげにいったという｡他のマレー人

の間では,彼らのアダットがよりイスラームよりのアダット･トウメゴンであ

るために,このような保証は存在しないといわれる｡彼らにすれば,北部クラ

ンタン州のマレー人女性たちはこのような否定的事例の最たる例である｡相続

の男性偏向によって,女性が土地を持っていないことが,多くのクランタン女

性に小商いや売春を強いているのだと信じられている(ibod. : 297-98)｡他方,

ルンバウでは,男が土地の名義を女(秦)にしなければ,人々は彼が妻を離婚

しようと計画しているとさえみなしたという(Stivens1985:36)｡

このように,ヌグリスンビランにおいては,女性が男性に比べて弱く,社会

的経済的適応能力も小さいことや,また離婚その他の形で男性による妻子の遺

棄の心配が常につきまとうとするジェンダー･イデオロギーによって,女性に

は一種の｢社会保障｣として土地が相続されているとみることができる｡そし

て,その土地が,今度は女性たちに物質的基盤を提供し,男性と比べて相対的

にかなりの自立性と社会的コントロールを可能にしているのである｡この,男

は気まぐれで困難にぶつかると妻子を平気で捨てるというジェンダー･イデオ

ロギーは,なぜ女性が男性に比べてより多くの特別な保証を必要とするかとい

うこと,またなぜ非常に多くの女性たちが最後には親の財産の大部分を獲得し

てしまうのかということを説明している｡こうしたジェンダーイデオロギーの

再生産がヌグリスンビランの女性たちに比較的特権的な自立性と社会的支配と

いう位置を保証する上で重要な役割を果たしてきたのである(Peletz 1988:30卜

302)｡

結びにかえて

1980年代以降,特に工業化,産業化のテンポが著しいマレーシアにおいて資
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本主義経済が地域社会の女性たちにもたらす影響は計り知れないものがある｡

例えば,マレーシアは現在世界最大の半導体輸出国で,世界で三番目の半導体

生産国となっている｡スコットによれば,電機メーカの85,000の雇用の80%は

女性によって占められ,これらの女性労働者たちの70%はマレー人であるとい

う(Scott 1989: 32)｡女性の仕事は,賃金労働の分野において賃金が最低で一

番安定していない仕事である(MacAllister 1992: 93)｡こうした厳しい環境に

対して,ヌグリスンビランの女性たちは母系の慣行の中に様々な安全弁を兄い

だしてきた｡先に述べた｢社会保障｣として女性の土地の相続と所有はその一

例であるといえる｡

ヌグリスンビランの女性たちはしばしば自分たちのやっている稲作,世襲財

産,儀礼的供宴といった母系的慣行や悪依さえも,賃金と市場のシステムに完

全に吸収されることに対する日常的抵抗の一形態として利用する(ibid. : 110)｡

こうした母系のアダットの様々な日常生活の異なる側面が,発展する資本主義

システムに対する抵抗,あるいはそれから身を守るための｢弱者の武器｣

(Scott1985)として,今日においても根強く生き残っているとみることもで

きる｡

これまでステイブンズやペレツ,マックアリスターの議論を中心にヌグリス

ンビランの母系社会とジェンダーについてみてきたが,最後に,いくつかの問

題点を指摘して本稿を閉じることにする｡

第一に,ここで議論してきたヌグリスンビランやルンバウの社会の資料は主

に, 1970年代後半から80年代初めにかけて行われた調査資料に基づいている｡

マレーシアの社会が劇的に変化するのは　　年代後半から　　年代全般にかけ

てである｡とりわけ1990年代の,ヌグリスンビランやルンバウの社会的,経済

的状況の変化には目をみはるものがある｡従って,ここでの議論は特にこの時

期の激しい社会変化の状況を十分に反映しておらず,あくまでも1970年代から

年代前半にかけてのヌグリスンビランやルンバウの社会状況についての議

論でしかない｡私が調査したのは　　年から　　年にかけてであったが,あれ

からマレーシアに何度か足を運ぶたびにその変化の大きさに目をみはった｡か
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つで水牛がのんびり草を噛んでいた放棄田には開発の手が入り,主にゴムで生
l▼

活をしてい村人たちが,毎朝早く村-やって来る工場の送迎バスに乗って遠く

離れた工場に働きに出かけ,他方,若い人たちのほとんどは村離れて都会に暮

らし,雇用労働,サラリーマン,ミドルクラス,モータリゼーション,インター

ネット,携帯電話,塾通い,転職,就職,競争といった文字を連ねてみえてく

るような,我々の生活とほとんど変わらない現実生活に身を置いているのであ

る｡このように, 1990年代の前後の調査に基づいたジェンダー論のボリューム

が小さいため,近年の変化を充分に捉えたジェンダー論とはなっていない｡従っ

て,現在のルンバウやヌグリスンビランの女性たちの生活をみれば,かなり異

なった議論になることが考えられる(5)｡

第二に, ｢女性は弱いから保護されなければならない｣といったステレオタ

イプ的な言説が,ヌグリスンビランの｢男性｣による言説であるということで

ある｡ ｢女性は弱いから保護されなければならない｣と言っているのは男性で

あり女性ではない｡これは男性の女性観であり,女性の女性観とは異なるもの

であるかもしれない｡つまり,ここには性差の視点が抜け落ちているのである｡

女性の言説として紹介されているものとしては,例えば, ｢私たちのアダット

だもの｣ (it's ouradat.)というマックアリスターの議論があるが(MacAllister

1992),こうした性差の観点はこれまで以外と見落とされてきたのではないだ

ろうか｡私自身も女性たちがアダットについて,あるいは女性の土地相続につ

いてどのような言説をふりまいていたのかという点については調査当時,それ

ほど意識していなかった｡従って,女性の土地相続を当の女性たちがどうみて

いるのかということについて,あらてめて彼女たちの言説を丹念に蒐集する必

要がある｡

第三に,今度は世代差の問題である｡これまで議論してきた, ｢女性は弱い

から保護されなければならない｣という言説が,実際には地域社会の一部の年

代の声を代弁しているに過ぎないという問題である｡おそらく若い世代の人た

ちのものではないであろう｡そうであれば,果たしてヌグリスンビランの現在

の若い世代の男性たちが,今現在も｢女性は弱いから保護されなければならな
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い｣と思っているのかどうか疑わしい｡若い世代の間でこうした言説が今でも
●

共有されているのかどうかということも含めて,ステレオタイプな言説におけ

る世代差の問題を考える必要がある｡

最後に,社会変化の問題である｡今日の日本社会のポストモダン的状況はそ

のままマレーシアにもあてはまりつつある｡マレーシアのジェンダーの問題を

ポストモダンとうい観点からどう捉えることができるかという点については,

さらに考察を深めていく必要がある｡　　年代以降,マレーシアの人たちは,

経済の高度成長とそれに伴う大きな社会変化,例えば就業形態の変化や生活の

相対的レベルアップ,村から都市-の出稼ぎや移住,都市での核家族化や近代

家族化,消費主義型のライフスタイル,モータリゼーション,情報社会化といっ

た大きな変化を極めて短期間に経験しつつある｡生活や価値観の多様化の現象

が進む一方で,他方では,若い世代の女性たちの生活がいわゆる近代家族的価

値観の中に収赦していくことも考えられる｡確かに,村で生活している女性た

ちと比べると,ヌグリスンビランの州都スレンバンのような都会暮らしの若い

女性たちの経済的自立性は大幅に低下し,夫の収入に依存した近代家族型のラ

イフスタイルに変化しつつあることも現実の一面であろう｡ただそれでも,メ

グリスンビランのマレー人女性たちが持っている社会的ネットワークにはその

社会独特のものがあり,それが新しい生活の変化の中でどう維持され,あるい

は変化しているのかといった問題も,母系社会の女性たちのジェンダーの問題

に深く関係しているように思われる｡

註

(1)マレーシアは,東南アジア諸国の中でNIEsをしのぐ勢いで経済発展を遂げてきた｡

こうした近年の急激な近代化は都市化の現象としてはっきりと現れている｡都市

化を人口統計的にみれば, 1980年に都市と地方の人口の割合が,都市の34%に対

して農村部人口は66%と約2倍の格差があったのが, 1991年には,都市部が51%,

地方部49%とその差が大きく縮小してきている(information Malaysia Yearbook

1997:65)｡

(2)ギボンズ(Gibbonsetal1981)やペレツ(Peletz 1988),フェツト(Fett1983),

ストレンジ(Strange 1981),ング(Ng1984),ステイブンズ(Stivens 1985, 1994)
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は,女性の土地所有の問題の重要性について議論しているが,特にステイブンズ

は,彼女の調査地のヌグリスンビラン州ルンバウの最大の土地所有者が女性であっ

たこともあり,農民の世帯の脱構築と女性の土地所有の政治的重要性の探求こそ

が必要だと指摘する(Stivens 1992:209)｡このほかに,ヌグリスンビランの中で

も特にルンバウの土地所有について触れている研究には,ノルハリム(Norhalim

1976),ノルデイン　Nordin1976 ,ペレツ(Peletz1981,1988)などがある｡また,

ヌグリスンビラン州内のその他の地域における女性の土地所有についての研究に

はフェツト　Fett 1983),アジザ(Azizah1969, 1988),マックアリスター

(McAllister 1987)などがある｡

(3)私も調査地で,あるクランのアダット･チーフにアダットについてインタビュー

を行ったときに,彼が途中でアバスの翻訳本を持ってきて,その本を参照しなが

らこちらのインタビューに答えたのにびっくりした記憶がある｡私もその時,パー

ル&マックレイのオリジナルのコピーを持っていたからである｡

(4)そのほかに,マックアリスターは,イスラームの儀礼暦やあるいは個人のライフ

サイクルに合わせて慣行実践されてきたクンドウリ(kenduri)と呼ばれる供宴が,

実は女性たちにとっては,市場経済に完全に吸収されることへのもうひとつの抵

抗のあり方であると指摘する(MacAllister1992: 103)｡クンドウリは,イスラーム

の熱心な活動家たちにとってみれば,ヒンドゥー的要素が濃厚で,イスラームで

は違法(ハラーム)であるため,ときとして激しい非難の対象になってきた｡例

えば, 1970年代以降,イスラームの原理主義運動の一種で若い人たちを中心に多

くの人々をひきつけ大きな勢力となったダッワ(dakwa)と呼ばれる運動の活動家

たちは,アダットの伝統的な儀礼の多くがヒンドゥー起源なのでイスラームでは

禁じられているという｡中でも,クンドウリは,賛沢で浪費的でもあり,アツラー

に対する罪であるとして攻撃する｡いいムスリムは,勤勉かつ節制し,時間やお

金をそのような儀礼に浪費しないといのだ｡しかし,村人にとってそれは,まさ

に生活の一部であり,イスラームと相互補完的な関係にあると了解されてきた｡

他方,ヌグリスンビランの若い女性たちはイスラーム原理主義運動の一種である

ダッワ運動でさえも,資本主義経済の発展に対する緩衝装置あるいは抵抗として

うまく利用しているという(ibid.: 105-107)｡

(5)ただ, 1990年代のヌグリスンビランのジェンダー研究の新しい傾向としては,ぺ

レツ1995)のものがある｡
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